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Ⅷ． がん診療連携拠点病院において相談支援
センターはどのような役割を担っているか

大松 重宏
（兵庫医科大学）

相談支援センターの位置づけ

　「がん対策基本法（2006年法律第98号）」（以下，
基本法）の規定に基づき策定された「がん対策推
進基本計画」（以下，基本計画）には，「がん医療
に関する相談支援や情報提供等」が掲げられ，「す
べてのがん患者及びその家族の苦痛の軽減並びに
療養生活の質の維持向上」を目標の 1 つに定め
ている1）。これに取り組む相談支援センターの設
置は，都道府県 /地域がん診療連携拠点病院（以
下，拠点病院。2011年 1月現在，全国に377施設）
の指定要件となっている。相談支援センターの名
称は「医療相談室」「地域医療連携室」「よろず相
談」「患者家族相談室」などさまざまである。基
盤整備としてのハード面においては，がん相談専
用の窓口の設置，専用の直通回線，相談用の個室
等が整備され，がんに関する参考図書の設置や冊
子の配布などがなされていることが望ましい，と
されている（図 1）1）。
　がん診療連携拠点病院の相談支援機能に関する
指定要件2）（以下，指定要件）によれば，「国立が
ん研究センターがん対策情報センターによる研修
会を修了した専従及び専任＊の相談支援に携わる
者をそれぞれ 1人以上配置すること」とあり，相
談支援センターには，この要件を満たす看護師や
社会福祉士等の資格を持つ複数人の相談支援を行
うための人員が配置されている。
　2009 年に（財）がん集学的治療研究財団が行っ
た「がん診療連携拠点病院医の緩和ケア及び相談

支援センターに関する調査」3）結果によれば，専
従スタッフの人数が 4人以上の施設が 12.6％，3
人が 5.1％，2 人が 19.5％，1 人が 53.7％であり，
専任スタッフの人数は，4人以上が 10.2％，3 人
が 4.8％，2 人が 16.6％，1 人が 44.7％であった。
実際には，多くの拠点病院は専従・専任各 1名体
制であることが判明した。

相談支援センターの役割

　「基本計画」には相談支援センターの業務とし
て，がん患者や家族，また地域住民に対してがん
の医療に関する情報提供や相談支援を行うことが
記されている。さらに，「がん診療連携拠点病院
の整備に関する指針」（2008 年 3 月 1 日付け健発
第 0301001 号厚生労働省健康局長通知．以下，指
針）には，がん患者をサポートする地域連携シス
テム構築が相談支援センターの役割として定めら
れている。

 がん医療に関する情報提供
　がん関連の情報はテレビや新聞，インターネッ
トなどで容易に入手できるが，それらのうち何が
信頼性が高く，その人にとって適切な情報なの
かは，非常に分かりにくい。がんのことやがん
の治療について知りたい時に，科学的根拠に基
づく情報を分かりやすく解説し提供することが，
相談支援センターに課された役割の 1 つである
4）。そのためにも，クライアントに必要な情報を

＊〔専従〕その他の業務を兼任していても差し支えないが，その就業時間の少なくとも 8割以上，当該業務に従
事している必要があるものとする。

　〔専任〕その他の業務を兼任していても差し支えないが，その就業時間の少なくとも 5割以上，8割未満，当該
業務に従事している必要があるものとする。
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整理し，国立がん研究センターがん対策情報セン
ターのホームページ「がん情報サービス（http://

ganjoho.ncc.go.jp/）」，がん情報センターが発行す
る各種がんの冊子や信頼のおけるサイト，書籍
を活用し，対面，電話，ファックスや電子メー
ルで個別に対応することが求められる。情報提
供するための新たなツールとして 2010 年に基本
計画に基づいてがん対策情報センターが制作し
た「患者必携 がんになったら手にとるガイド」5）

は，従来同センターが制作してきた冊子と異な
り，疾患のみならず療養生活を送るうえでの情報
全般が網羅されている点を特記しておきたい。
　がん医療の進歩などにより治療の選択肢が広が
り，従来のように医師に治療を「お任せする」の
ではなく，患者が自分のライフスタイルや人生観
に合った治療を自ら決定する時代になった。しか
し，すべての人にとってこのような決断は容易で
はないのは明らかであり，相談支援センターで
は，治療に関する情報を患者と共に確認し，関
連情報を整理するサポートを行うことが重要であ
る。

 心理社会的課題に関する相談支援
　がんは慢性疾患であるとすらいわれるように
なったが，心疾患，脳血管疾患を抜いて日本人の
死因の第 1位であり6），依然として「死」を連想
させる疾患であることは事実で，患者や家族が診
断や治療のプロセスで混乱したり，動揺したりす
ることは多い。相談に対して情報提供するのみで
はなく，解決の糸口を一緒に探していくプロセス
が重要である。もっともクライアントの表面に現
れた感情にとらわれすぎると，相談員はその根底
にある課題がみえなくなることもある。よって，
がんに関する一般的な知識と共に，クライアント
が語る心理社会的課題についても理解を深める必
要がある。
　一方，家族は「第 2の患者」ともいわれ，医療
者などの専門職は患者本人だけではなく，家族を
も支援する必要性が昨今指摘されるようになっ
た。特に，外来で抗がん剤治療が実施されること
が多くなり，副作用や後遺症の心配を抱えながら
多くの時間を患者が家庭で過ごすため，家族の負
担はむしろ増大したといえるだろう。患者を含む
家族全体を援助することも，相談支援センターの

図 1　がんの相談支援体制1）
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大きな役割の 1つである。
　ところで，先の調査3）で「院内職員が相談支援
センターの存在および設置場所について認知して
いるか」という問いに対して 95.2％の拠点病院が
「ある程度されている」と答えたが，「院内職員が
相談支援センターの活動内容を理解しているか」
という質問に対して「ある程度されている」と答
えた拠点病院は 86.1％にとどまった。潜在的な
ニーズを掘り起こし多くのがん患者が相談支援セ
ンターを利用できるように，今後も引き続きその
役割や機能を院内職員向けに広報していくことが
必要である。

緩和ケアと相談支援センター

 院内患者をサポート
　治療が困難になった時の転院援助や退院支援と
しての機能は，従来から相談部門に求められてき
た。基本計画ではさらに進んで，治療の初期段階
からの緩和ケアが重点目標として掲げられてお
り，終末期に限定せず病気の早い段階から患者や
その家族の抱える心理社会的課題をサポートして
いくことが期待される。治療を受ける患者をトー
タルペイン面から考えた時，心理社会的課題は相
談支援センターが取り組むべきといってよいであ
ろう。
　相談員の知識や技術のレベルにおいては，おの
おののバックグラウンドによって差があるのは否
めない。そこで，2008 年度より国立がん研究セ
ンターがん対策情報センターが企画・実施してい
る基礎研修のうち根幹となる基礎研修（1）では，
緩和ケアを大きく取り上げている。WHO（世界
保健機関）の定義（2002 年）「緩和ケアとは，生
命を脅かす疾患による問題に直面している患者と
その家族に対して，痛みやその他の身体的問題，
心理社会的問題，スピリチュアルな問題を早期に
発見し，的確なアセスメントと対処（治療・処
置）を行うことによって，苦しみを予防し，和ら
げることで，クオリティ・オブ・ライフを改善す
るアプローチである」7）に則し，患者を全人的に
把握することに目標を置いている。これまで医療
機関の専門職は医療のみの相談対応に偏りがちで

あったが，本研修においてはがん患者を全人的に
捉え，心理社会的な側面に視点を向けることを強
調している。
　とはいえ，拠点病院の多くは一般総合病院であ
り，がん以外の患者からの相談ニーズが高く，が
ん患者のみに人員や時間を割くことができない面
もある。しかし，そもそも相談自体がなければ相
談支援センターの存在意義もないし，相談員のス
キルの向上もない。今後は，がんの治療を受け
るうえで生ずる心理社会的な痛みについて，患者
や家族が自主的に相談支援センターに来室するよ
うな，がんに特化したシステムを構築することが
課題であろう。病院のホームページのトップペー
ジに相談支援センターの目次を掲載する，病院の
入り口や会計，外来付近にポスターを掲示したり
リーフレットを置くなどの工夫が考えられる。病
院を受診したがん患者が相談支援センターに必ず
立ち寄るシステムがあれば，いっそう良いだろ
う。特に，拠点病院のうち一般病院では，がんの
患者や家族が相談しづらく，また患者同士で話を
する場は限定されてしまう。そのような人たちが
相談支援センターを利用しやすくする工夫が必要
と考える。
　さらに，相談支援センターのスタッフが緩和ケ
アチームの一員として関わることで，院内のより
良い緩和ケアシステムの構築が期待できる。その
ためには，相談支援センターの役割・機能を明確
にしていくこと，また情報を積極的に共有するこ
とが求められる。

 地域に緩和ケアシステムを構築する（地域
レベル）

　指針に規定されている相談支援センターの業務
の 1つに，がん患者をサポートする地域連携シス
テムの構築がある。全身状態が悪かったり身体
に障がいが生じても，地域医療や福祉サービスを
活用し，自宅で生活しながら治療を受けていくこ
とができるようにしなければならない。そのため
に，拠点病院のサポートだけではなく，地域の保
健，医療，福祉と密接な連携システムを構築して
いくことが必要である。
　患者の療養生活において，そのときどきの病状
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に応じて医療機関などさまざまな機関が支援して
いく8）。個々の患者・家族に適した支援が病状の
変化に即応しながら途切れることなく提供される
ためには，拠点病院は地域の社会資源を把握して
いなければならない。
　先の調査3）で，「地域の相談窓口の情報を提供
できる」という設問に「ある程度されている」と
回答した拠点病院が，87.0％（2008 年）→ 92.5％
（2009 年），「地域でがんの緩和ケアに対応できる
医療機関について情報を提供できる」という設問
に「ある程度されている」と回答した拠点病院が，
90.2％（2008 年）→ 94.7％（2009 年）と上昇し
たことは，実践が根づいてきたといえるだろう。
　今後は緩和ケアシステム構築のため，地域の医
療機関や福祉施設，行政機関や地域の団体などと
定期的に交流する機会を相談支援センターが主体
となって設けることなども考えられる。さらに，
「基本計画」は新たな社会資源の構築，特にがん
当事者や患者支援団体との協働において相談支援
を展開することが求められ，指定要件にも「相談
支援に関し十分な経験を有するがん患者団体との
連携協力体制の構築に積極的に取り組むこと」と
ある。当事者同士のピアサポートの活用も相談支
援センターの役割の 1つとなってきているのであ
る。もはや，がん患者の全人的な痛みは，専門職
だけでは担い切れない。当事者主体というセルフ
ヘルプグループの特徴9）を持ったがん患者会を側
面的に支援していく必要がある。
　先述した基礎研修（3）では，がん相談支援のプ
ロセスの一環として，ネットワーク構築の必要性
を取り上げている。これは，指定要件にある「院
内及び地域の医療従事者の協力を得て，院内外の
がん患者及びその家族並びに地域の住民及び医療
機関等からの相談等に対応する体制を整備するこ
と」に対応している。
　なお，以上述べた関わりのレベルは，おのおの
の拠点病院の特徴や地域性によって異なることは
いうまでもない（図 2）2）。

今後の課題

　相談支援センターが配置されて間もないが，そ
の実践の中で，目の前の患者との相談における知
識・技術から，相談システムの構築まで，相談員
のおのおのの現状が再確認できるようになってき
た。
　しかし，相談件数の大幅な増加にまでは至って
いない。先の調査結果3）で 1 週間分の相談件数を
みると，1日に 2~10 件のがんの相談対応を行っ
ている施設は全体の約 5割（53.5％）で，1日に
2 件未満の施設が 36.9％となっていた。また，1
施設あたりの平均相談対応件数は 22.5 件で，前
年度の 20.3 件と比べ微増しているものの，ほぼ
横ばいという結果であった。一方で，1 日に 20
件以上対応している施設が 12 施設あり，相談支
援センター間の相談対応状況の開きが大きいこと
が分かる。病院関係者内でも，また広く一般にも，
相談支援センターの業務範囲に関する認識が浸透
していないことが原因の 1つと考える。また，地
域住民からのがんに関する相談にまで手が回らな
いという現実もある。
　基本計画に掲げられた相談支援センターおよび
がん専門相談員の役割や意義について，日常臨床
場面にどのように落としこんでいくのか，課題は
多い。医療機関の特徴や地域性によっておのおの
の独自性が存在することも考慮しなければならな
いが，体制整備については着実に改善や充実がみ
られている。今後はさらに相談支援センターの質
が向上していくことを期待したい。

患者・家族をサポート

地域に
システム構築

院内に
システム構築

図 2　緩和ケアシステムの構築2）
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